
～ 「見える化」「最小化」「標準化」の 3ステップで 

労働生産性は 300％向上する!! ～ 

    『「働き方改革」は組織マネジメント改革』 
        

本書は「労働生産性向上」という民間企業にとって最も重要な課題を、組織

マネジメント改革で解決する方法について解説したものです。 

 

コロナ禍に端を発する「100年に一度」の経済危機を乗り切るため、現在

DX( 業務のデジタル化 )が推奨されていますが、これも労働生産性向上によ

る利益拡大が目的です。 

 

  本書では DXの成功条件である「数値データに基づく科学的組織マネジ 

メント」の実現方法について、弊社がクライアント企業で実際に行っている指導

プロセスに沿って書きました。 

  

過去 15年間の指導経験から①実態の「見える化」 ②業務量の「最小化」   

③業務遂行方法の高位「標準化」 の 3ステップで、間接業務の生産性が

300％以上向上することを確認しました。クライアントは業種・業態・規模(100名

～万人規模)がまちまちなので、弊社の指導がクライアントを問わず有効である

ことも実証済みです。 

 

  本書には各ステップで実施する TMS研オリジナルメソッドのサンプル 11点

を収録していますので、これを見れば生産性 300％向上プロジェクトのイメージ 

がつかめます。 

 

【詳細】 文末に収録した目次をご参照ください。 

 

【体裁】 書籍( A4版、43ページ ) 

(注)1ページ 2,322字詰めなので、一般のビジネス書(640字詰め)に 

換算すると 156ページに相当します。 

 

【価格】 9,800円(税、送料込み) 

 

【申込】 弊社までメールにて①商品名 ②冊数 ③宛先(電話番号)をご連絡さ 

       い。折り返し、請求書をお送りします。商品の発送は、ご入金確認後と 

     させていただきます。 



 

 

【注.1】 この本は『R&D部門の働き方改革とその進め方』(2018年 技術情報 

     協会刊、全 432P、80,000円)の巻頭記事(P1～43)を抜粋・製本したもの 

     です。 

 

【注.2】 出版社の意向で本のタイトルは「R&D部門」「働き方改革」ですが、私 

     が執筆した内容は間接業務の生産性向上および人財育成で、部署や 

     会社の業種・業態・規模を問わない普遍的なものです。 

 

【注.3】 弊社のコンサル手法を開示している関係で、同業者( コンサル会社 

      およびコンサルタント )にはお売りできません。 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 






